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第９回北海道自転車活用等推進連携会議 議事録 

 

１ 開催日時 

令和７年（2025 年）８月２８日（木） 13:30～14:30 

 

２ 開催場所 

TKP 札幌ﾎﾜｲﾄﾋﾞﾙ ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ ﾎｰﾙ 2B 

 

３ 議 事 

（１） 北海道自転車条例に関する点検状況について 

（２） 第３期北海道自転車利活用推進計画 骨子について 

（３） 令和７年度自転車利活用促進イベントについて 

 

４ 議事内容  

【司会】 

○ それでは、定刻となりましたので、「北海道自転車推進連携会議」を開催いたします。 

  本日司会を担当させていただきます、北海道総合政策部地域創生局地域政策課の天野でございま   

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○ 議事録および会議資料につきましては、後日、道のホームページ上で掲載いたしますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

まず、開会にあたりまして、北海道総合政策部地域創生局の担当局長 津久井からごあいさつを申

し上げます。 

 

【挨拶】 津久井局長（北海道庁総合政策部地域づくり担当局長）： 

皆さま、こんにちは。北海道庁総合政策部で地域づくりを担当しております、津久井でございます。 

開会にあたり、一言ごあいさつ申し上げます。 

皆さまには、日頃より自転車の活用や安全な利用の推進に関する施策の推進について、ご理解とご

協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 また本日はお忙しいところご出席いただき、誠にありがとうございます。 

この会議は、皆さまと緊密な連携を図りながら、自転車関連施策を推進するために設置したものでご

ざいまして、昨年に引き続き、こうして対面で開催できることを大変うれしく思っております。 

北海道自転車条例につきましては、5 年ごとに見直し検討を加え、必要な措置を講ずることとなってお

り、今年度がその見直し年度となっております。 

 また、現在の「北海道自転車利活用推進計画」につきましても、推進期間が今年度までとなっており、

次期計画の策定が必要な時期を迎えております。 

そのため、本年 7 月には書面協議やヒアリング等を通じて、皆さまから多くのご意見を頂戴いたしまし

た。改めて厚く感謝申し上げます。 

いただいた貴重なご意見を踏まえ、現在、自転車条例の点検および「第 3 期北海道自転車利活用推進

計画」の作業を進めております。 
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本日は、その点検状況と次期計画の骨子につきましてご説明いたします。 

条例の見直しおよび次期推進計画の策定にあたり、皆さまのご意見を参考にしたいと考えております

ので、忌憚のないご意見を賜りますようお願いいたします。 

 

【議事１】：「北海道自転車条例に関する点検状況について」 天野主幹 

それでは、北海道自転車条例に関する点検状況についてご説明いたします。 

 

○ 資料１の 1 ページをご覧ください。 

「１ 経過」についてですが、これまで、自転車利用に関する有識者からの意見聴取のほか、庁内関

係部局への照会、北海道自転車条例推進会議委員の皆様への状況報告に加え、関係機関や団体等

で構成する北海道自転車活用等推進連携会議を開催し、条例の点検と次期計画の骨子について検

討を進めてきたところです。 

 

○  北海道自転車条例に関する点検状況としてまず説明いたしますが、現時点の点検状況として整理

し、それに基づき、骨子の作成を行いました。 

 

○  本日、ご出席いただきました、萩原（はぎわら）先生、はじめ会員の皆様を含め、有識者の方々に貴

重なお時間を賜り、意見聴取のお時間をいただいた他、同じく本日ご出席いただいている、各部の皆

様に、当課で開催しました幹事会でご出席もいただき意見をいただきました。 

 

○  さらに、本会議の皆様に正式に文書で照会をさせていただき、取りまとめた上で本日ご説明させて

いただく、条例の見直し状況並びに、続いて説明させていただく次期自転車利活用推進計画の骨子

を作成させていただきました。 

皆様の貴重なお時間を賜り、まとめさせていただいた事に、この場で感謝を申し上げるところです。 

 

○  「２ 前回条例見直し後の環境変化」の、まず自転車事故の状況等ですが、後ろに添付しておりま

す別紙１をご覧ください。 

自転車関連交通事故の前回条例の見直しと計画策定を行った、令和 2 年以降の北海道と全国の

死傷者数及び重軽傷者数の推移を掲載しております。 

 

○  本道は死傷者数は令和 2 年から増加しておりませんし、重軽傷者数も多少の増減がありながらも、

概ね抑制されていることがおわかりになるかと考えます。全国の数値と比較しても傾向に大きな差異

はなく、警察、交通安全関係団体、教育、北海道環境生活部ほか、関係者の皆様の自転車交通安

全の取組により概ね横ばいと抑制されていると考えられます。 

 

その下の自転車死傷者のヘルメット着用率と、令和 5 年以降の自転車乗車用ヘルメット着用率です

が、こちらも皆様のヘルメット着用に向けた取組により、令和 2 年以降、徐々に高まっていることが示さ

れております。 

しかしながら、全国と比較すると若干下回っている現状でございます。 

 

自転車保険加入率ですが、こちらは公的な統計がないものの、AU 損保が全国的な大規模な調査、
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インターネット調査ではございますが実施しており、そこから傾向を参考として示させていただきました。 

こちらも令和２年度以降、様々な啓発、周知により徐々に上昇はしておりますが、令和 6年の調査で   

もまだ本道は過半に達しておらず、全国を下回る現状でございます。 

 

○  資料１の 1 ページに戻っていただき、中段の「自転車に関する道路交通法改正」ですが、この 5 年

間の間での大きな環境変化として、令和 5 年 

4 月と 11 月の改正についてです。 

 

○  皆様、ご存じのとおり、それまで法定ではございませんでした、全ての自転車の利用者のヘルメット

の着用、さらに他人を乗車させるときに、他人、チャイルドシートのお子様などに着用させること、さら

に保護の責任ある者が児童、幼児が運転する時にヘルメットを着用させる以上について、努力義務

となりました。 

 

その下、令和 6年 11月の法改正では、特に危険と考えられるながらスマホの禁止、酒気帯運転に

罰則が適用されることとなり、自転車の利用において、非常に大きな影響のある法改正がなされたと

のことです。 

添付しております別紙２に詳細を添付しております。 

 

○  他県の自転車に関する条例の状況についてですが、こちらも別紙３に詳細を掲載しておりますが、 

令和２年度以降の 5 年間で、自転車に関する条例が 44 まで増加しているほか、自転車のヘルメット

着用に関し規定しているのが、罰則なし義務が１県、努力義務としているのが北海道含め１７、 

規定がないところが 26 となっております。 

自転車保険の加入に関しては罰則なしの義務が 34、努力義務が北海道含め 12 となっておりま

す。 

 

○  以上の環境変化を踏まえた課題について、まず交通安全の取組については、自転車の関連事故

は関係の皆様のご努力により、抑制され概ね横ばいです。しかしながら、取組を弱めれば上昇に転

ずる恐れがあるため、今後も関連事故の減少に向け取組が必要です。 

  

 さらにこの 5 年間の自転車の利用に関し最大の環境変化であると考えておりますが、 

法改正で自転車の安全な利用について、今後は特に、取組が求められます。そのことを背景に、自

転車の交通安全の取組強化が必須であるとしております。 

 

 ヘルメット着用につきましては、着用率は上昇傾向であるものの全国平均を下回っている状況です

ので、今後も上昇に向け取組が必要としました。 

ヘルメット着用については法で努力義務されたことも述べております。 

 

 自転車保険の加入者増については、こちらも本道は加入率は上昇傾向ですが全国平均を下回っ

ており、今後も加入者増に向け取組が必要としております。 

 

○  ２ページ目をご覧ください。最初にご協力に御礼をさせていただきました、有識者の皆様から戴いた

ご意見の主なものです。 
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○  令和２年度以降の自転車を取り巻く環境変化、現在の自転車利活用推進計画の推進状況、他県

の自転車の条例の状況等を説明させていただき、今後の条例と計画についてご意見を賜りました。 

 

○  別紙４に詳細なものがありますが、主なものをこちらに掲載してします。 

 

○  多様な自転車のスタイルに対応し、道民の近隣移動や健康増進をより一層促進する取組を求める

ご意見、シェアサイクル促進等カジュアルな自転車の楽しみ方、町を楽しく走る文化を育てることが必

要とのご意見がありました。 

 

○  その下、ヘルメット着用について継続して取り組むこと、ながらスマホ、傘さし運転の取り締まり強

化、自転車に係る交通反則通告制度導入に伴い、ルールを広く周知することと、警察との連携強化

が必要とのご意見を戴きました。 

 

○  自転車交通安全教育の推進の継続と、特に、学生、小中高生への交通安全教室の推進が、特に

重要であること、のご意見を戴いております。 

 

道民にヘルメット着用や走行に係るルールを根付かせるためには特に幼少期から習慣づけること

が重要であることを示しています。 

 

○  自転車保険の加入促進の取組継続と、課題として、利用者に認識が浸透していない個人賠償特約

などの周知が必要だというご意見もいただいたほか、 

自転車の利用は二酸化炭素削減に貢献すること、公共交通機関に自転車を積載できる環境整備

推進を図ること、自転車利用は心身の健康に良いこと、本道の自転車に関する環境整備を促進する

ことに関してもご意見を賜っております。 

 

○  最後に、有識者として、海外サイクリスト対象のガイドの方から戴いたご意見ですが、海外サイクリ

ストからも、北海道の道路は好評とのことですが、受け入れる道民が日常から自転車ルール、これは

ヘルメット着用逆走禁止など当然のことですが、ルールを守り正しく走ること、更に北海道の自動車

側、ドライバーが自転車利用者が安全に走れるよう配慮する、このような、自転車先進地である 

欧州などにはある、自転車の文化が、まだこちらには無いと海外サイクリストから指摘があったことを

聴取しました。 

 

自転車の文化とは、ハードも重要ですが、道民側の普段からの自転車との関係が重要ということ

です。 

 

○   いただいたご意見への対応は、条例においては、現行の理念、規定に包含されており、次期自転

車計画において反映し、施策を推進することで対応することが必要と考えている。 

 

○   最後に、「５ 現時点における点検状況」でありますが、（１）のヘルメット着用について、今後は条

例のみならず、法に基づき推進するほか、自転車保険の加入についても、より一層の周知が必要と

考えている。 
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また（２）の環境変化を踏まえた対応については、法改正を踏まえ、利用者に交通安全をより一層

徹底する取組の推進が必要と考えているところです。 

 

○  以上が現時点における条例の点検状況といたしました。 

 

○  以上の考えに基づきまして、次に説明いたします「第３期北海道自転車利活用推進計画」（骨子）の

作成をしたところです。 

 

○  以上でございます。 

ただいまの私の説明に関し、皆様から御意見いただきたいと思います。 

それでは、アドバイザーの萩原先生からご意見をお願いいたします。 

 

【萩原アドバイザー】 

条例の見直しの点検状況についてですが、皆様からヒアリングを実施され、内容は充実されている

と思います。 

 ただ、今、ご説明いただきましたが、正直、自転車事故は減ってなく、車両との事故は減少、歩行者

の事故も減っていますが減らないのが自転車だけです。 

 特に子どもや、若年層の事故が非常に多く、小学生、中学生あたりがやはり危険な状況にあって、小

中学校でどれだけ指導できるか大事なところだと思っています。 

 坂道の下りでは速度が出やすく、停止できないまま事故につながるケースがあり、あるいは横から車

が来ることを想定していないで大きな事故になってします。登りは安全なんですが、下りはどれだけスピ

ードが出ているか分からずに、ブレーキの感覚がわからずにぶつかってしまう。そういう事例が多いで

すね。 

 やはり小中学生を対象にした教育をもっと徹底する必要があると思います。自転車教習のような形

で、自転車の教習として実際に体験させながら学ばせるということが有効だと思います。 

それからヘルメットの件ですね。他県ではかぶっていますよね。なぜ北海道だけかぶらないのかよく

分からない。びっくりしているのが全国的に見ると、高校生のヘルメット着用率はかなり高くなっていま

す。デザイン性の高いものや、軽くて使いやすいものが普及してきている。 

 北海道はどうしてヘルメットをかぶれないのか、かぶる癖を付けるとかなり大きいと思います。 

 ヘルメットをかぶることによって、自転車は車両であるという意識づけにもなるのではと思います。小

中高を通じて、強制するとか段階的に進めていただければと考えています。 

次に「ながらスマホ」や、飲酒などは当然として、札幌で目立つのが歩車分離の信号機、歩行者信

号で渡るのか、車両用信号で渡るのか区別を付けず、理解されていないケースが多い。 

 逆走は歩道でも車道でも危険で、こうしたルールの教育や周知をもっと徹底しなければならないと思

います。 

自転車ルールの周知、強制が事故の抑制に非常に大事だと思います。以上です。 
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【司会】 

○ ありがとうございます。 

◯ 御意見等に漏れがございましたら、次の議事でもお伺いいたしますので、その際にお願いいたしま

す。ありがとうございます。 

◯ それでは、議事（２）に入ります。第３期北海道自転車利活用推進計画骨子について、事務局より御

説明いたします。 

 

【議事２】：「第 3 期北海道自転車利活用推進計画の骨子について」 大鐘主査 

「第３期 北海道自転車利活用推進計画」骨子についてご説明いたします。 

この計画は、北海道が策定している各種計画の中でも、非常に生活に身近な計画です。 

○ Ⅰ－１ 策定趣旨ですが、まず、この計画をなぜ策定したのか、背景からお話しします。 

平成 29 年に「自転車活用推進法」が施行されました。これは、国レベルで自転車をより積極的に活

用しようという方針を示した法律です。 

自転車は単なる移動手段にとどまらず、環境問題や健康問題、災害時の移動手段やまちづくりとも

深く関係するものだという考え方に基づいています。 

北海道でもそれを受けて、第１期、第２期と自転車利活用推進計画を策定してきました。そして今の

第２期計画は令和７年度、つまり今年度までが推進期間としています。 

そのため、さらに先の令和 12 年度、2030 年度までを視野に入れて、新しいステージへと進むため

の計画を今回策定しようとしているのです。 

 

○ Ⅰ－３ 計画の位置づけですが、 

この自転車の計画は、北海道総合計画の「特定分野別計画」として位置づけられます。 

つまり、観光や交通、環境などと同じように、自転車も政策の柱のひとつとして扱われるということで

す。 

今日は、この新しい計画の骨子について、背景、課題、そしてめざす姿、具体的な展開方向などを

順にご説明いたします。 

 

○ 次に、Ⅱの自転車を取り巻く環境と課題についてです。（資料２、Ⅱ） 

（１）自転車の利用状況などですが、北海道における自転車の利用率は、残念ながら全国平均を下

回っています。 

  一般的な方の普段の生活を振り返っていただくとわかると思いますが、冬の積雪や広大な地理条

件なども影響して、どうしても自動車中心の生活となりがちな北海道、自転車を日常的な移動手段とし

て使う割合は全国と比べて低いのが実態です。 
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また、ヘルメットの着用率についても全国平均を下回っています。これは安全の面で大きな課題で

す。例えば、万一の転倒時、ヘルメットを着けているかどうかで死傷率が大きく変わることは間違いあり

ません。 

さらに、事故時の補償に備える損害賠償保険の加入率も低い状況です。 

○ （２）法改正による変化ですが、こうした中で、近年は法律の改正も進んでいます。 

乗車用ヘルメットの着用が努力義務となりました。 

また「ながらスマホ」が罰則の対象となり、飲酒運転やその幇助についても新たに罰則が整備されま

した。これは、自転車が「車両」の一種であることを強く意識させる動きです。（Ⅱ－１） 

○ 観光と地域づくりの視点になりますが、観光面では、十勝地域を走る「トカプチ 400」がナショナルサイ

クルルートに選定されました。 

これは国内外のサイクリストが集まる魅力的なルートであり、アドベンチャーツーリズムの推進につな

がっています。自転車は観光資源としても注目されています。 

○ 自転車利用の課題ですが、大きく３つに整理しています。（Ⅱ－２） 

１ 交通ルールと安全教育の徹底 

特に子どもや高齢者を含め、ルールやマナーを徹底する仕組みが必要です。 

２ 安心できる通行空間等の整備 

矢羽型路面表示の整備や自転車道の適切な維持管理及び整備を引き続き実施していかなければ

なりません。 

３ 多様な価値の活用 

自転車を健康づくり、環境負荷低減、観光振興、さらには災害時の移動手段として活かしていくこと

が求められています。 

 

○ 続いて「めざす姿」です。北海道が描く将来像は、「身近で多くの人が気軽に利用できる交通手段とし

ての自転車」です。 

○ キャッチフレーズは、 

『高まる安全性！ 深まる安心感！ 広がる自転車∞北海道！！』 

この言葉に込められているのは３つの意味です。 

・ 安全性の向上：法改正や教育を通じて事故を減らすこと。 

・ 安心感の醸成：誰もが快適に走れる通行空間を整えること。 

・ 広がり：健康・観光・環境さらには防災といった各分野において、自転車の利活用が無限に広がっ

て欲しい思いを込めたキャッチフレーズにしています。 

この姿を共有することが、計画の土台となります。 

 

○ では、具体的にどのような施策を展開していくのかを説明します。（資料２、Ⅲ－２） 
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■展開方向１：交通ルールと安全教育 

自転車は便利で身近な交通手段ですが、時に事故のリスクも伴います。そこでまずは交通ルールや

マナーの徹底です。 

  例えば、小学校での自転車教室、高齢者への啓発活動、さらには企業や地域団体と連携した安全

教育など、多層的な仕組みを作る必要があります。 

■展開方向２：安心できる通行空間の整備 

次に、安心できる通行空間などを整えることです。 

北海道の広大な大地に対して、自転車道の整備が進んでいますが、まだ十分とは言えません。 

今後も自転車道の整備、適切な維持管理、また観光地を結ぶ広域ネットワーク整備などが必要にな

ります。 

さらに、安心を深めるためには、自転車保険の加入促進もここに含まれます。事故の被害者・加害

者双方が安心できる制度づくりが欠かせません。 

■展開方向３：健康・環境・観光・災害対応 

最後に、自転車の多様な価値を活かすことです。 

・ 健康面では、日常的な運動不足解消につながります。 

・ 環境面では、CO₂削減や持続可能な移動手段として重要です。 

・ 観光面では、国内外のサイクルツーリズムを呼び込みたいです。 

・ 災害時には、車が通れない場合にも移動できる手段として有効です。 

また、シェアサイクルの導入も拡大が求められていると感じています。シェアサイクルは観光地や

都市部だけでなく、地域の足としても役立ちます。 

 

○ 次に、施策の推進体制です。 

道を中心に、皆様方と連携しながら幅広く取り組んでいければと考えています。 

また、計画は北海道の SDGs 推進ビジョンとも整合させ、持続可能な社会に資するものと位置付け

ています。 

推進管理は、PDCA サイクルを導入し、年度ごとの進捗確認と改善を繰り返します。これにより計画

倒れを防ぎ、着実に成果を積み重ねていきます。 

 

○ 最後に、第２期計画との違いを整理しておきます。（資料２、比較表） 

  下段ですが、第２期は「もっと自転車を知る・使う、安全・安心に、楽しく快適に」という３視点でした。 

第３期では「高まる安全性、深まる安心感」というキーワードに集約し、より安全と安心を前面に出し

ています。 
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また、道路交通法の改正など、新しい社会状況を反映した内容となっています。 

○ 以上が、第３期北海道自転車利活用推進計画の骨子です。 

この計画を通じて、道民一人ひとりが安全・安心に自転車を利用できる社会をつくるとともに、健康

づくりや環境保全、観光振興、防災対策といった多面的な効果を引き出していきたいと考えています。  

  以上です。 

 

【司会】 

それでは、ただいまご説明しました「第 3 期北海道自転車利活用推進計画（骨子）」について、 

ご意見、ご提案等ございましたらお願いいたします。 

それでは、アドバイザーの萩原先生からご意見をお願いいたします。 

 

【萩原アドバイザー】 

スローガン「高まる安全性、深まる安心感、広がる自転車∞北海道」は非常に良いと思います。 

これを皆さん一緒に実際に進めることが出来れば良いと思う。 

ただ、具体策が中々無いと感じる。海外では矢羽根路面標示はもうやっていない。矢羽根ではなく専

用自転車道と専用の信号機を作っており、一般的になっています。 

 正直、矢羽根は怖いですよね。直ぐ隣に自動車が走っていますし、日本の場合は駐停車している車輌

が多いので、駐停車車輌のセンターライン側を抜けるのか、歩道側を抜けるのか、このような状況では中

々安全性は高まらないと感じています。 

それと、公共交通機関に自転車を乗せられない日本は、おかしいと思う。海外では地下鉄、電車に乗

せれます。なぜ、日本は乗せられないのか、議論もされないのか疑問です。 

もちろん混んでいるときはダメですが、バスも今はフラットなので試してみる価値はあると思います。 

もし実現すれば、「ラストワンマイル交通」が飛躍的に便利になります。 

自転車を乗せられるだけで、かなり行動範囲は広がるし便利になると思いますので、是非、検討して欲

しいと思います。以上です。 

【司会】 

○ ありがとうございます。 

◯ 御意見等に漏れがございましたら、次の議事でもお伺いいたしますので、その際にお願いいたしま

す。 

◯ それでは、議事（３）に入ります。令和７年度自転車利活用促進イベントについて、事務局より御説明

いたします。 

【議事３】：「令和７年度自転車利活用促進イベントについて」 田口主任 

○  今年度の自転車事業につきまして、ご説明させていただきますが、現在進行中であることから、変
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更の可能性がある旨、ご承知おき願います。 

 

○  当課では、前年度から、十勝のサイクル関係者によって運営される「十勝サイクルウィーク実行委

員会」と協力・連携して、十勝エリアでのイベントを実施しております。 

 

○  先に十勝サイクルウィークのご説明をしますと、約１週間、全国各地から自転車に関心のある方が

一堂に会し、十勝エリアでグラベルや、空港でのランウェイサイクリングなど、様々なサイクルイベント

を行う、一週間自転車漬けのイベントです。 

 

○  今年度についても、実行委員会が主催するこの十勝サイクルウィークに併せて「もっと、自転車北

海道、とかち」と題し、事業を実施することを検討しておりまして、資料３のとおり、イベントを企画中で

す。開催は、来月９月２８日の日曜日、道の駅おとふけで実施予定です。 

 

○  この日程ですが、実行委員会が主催する十勝サイクルウィークが、９月２０日から９月２８日の期間

で開催されますので、サイクルウィークの最終日、メインイベントの一つである十勝グラベルの開催日

に合わせて、道の駅おとふけで道のブースを設置する予定です。 

 

○  十勝サイクルウィークのそれぞれの日に行われるイベントについては、資料の下段のとおりで、ご紹

介しますと、２０日ジェラートライド、２１日ランウェイサイクリング、十勝中札内グルメライド、２３日帯広

デジタルスタンプラリー、２７日にサンライズライド、２８日に十勝グラベルが実施される予定です。 

十勝サイクルウィークについての詳細は、サイクルウィーク実行委員会のホームページをご確認くだ

さい。 

 

○  当課の事業内容については、現在調整中ですが、イーバイクの試乗体験、補給食の試食会、自転

車有名インフルエンサーの出演、啓発物の配布、安全啓発等を想定しております。 

イベントのイメージとして令和６年昨年の写真を掲載していますのでご覧いただければと思います。 

昨年は、ヘルメットの展示、安全啓発、自転車試乗体験のほか、インフルエンサーによる SNS で

の PR、自転車レースなどを実施しました。 

今年度の事業に併せて、啓発や PR など、ご協力いただける団体様がいらっしゃるようでしたら、

今後、お知らせいただければ幸いです。 

 

○  この他、現在予定している事業といたしましては、１０月に、本日お越しいただいているポロクル様の

ご協力をいただきながら、道庁赤れんが敷地内で試乗体験会を実施する予定のほか、恒常的に

SNS での自転車活用推進についての発信を行っていますので、PR を希望されるイベントなどがあり

ましたら、お気軽にお問い合わせください。 

 

○  今後も自転車活用推進に向けた取り組みを行ってまいりたいと思いますので、引き続き、皆様のご

理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

【司会】 

○ ただいまの事務局からの説明に関し、皆様から御意見いただきたいと思います。 

◯ それでは、「４その他」に入ります。折角の機会なので、各団体からの情報提供、話題提供はござい

ませんか。 
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◯ 予定された議事は以上となりますが、本日の総括として、萩原名誉教授より、一言頂戴したいと思い

ます。 

 

【萩原アドバイザー】 

内容的には非常に良いと思います。これを各自治体、各組織が具体策を進められる背景になってもら

えると非常にありがたいと思っています。 

 この計画があるからこれをやろうとか、何かやるときの後押しになる、背景になると良いとも思います。

以上です。 

【司会】 

○ ありがとうございます。以上で、本日の議事は全て終了いたしました。 

○ これをもちまして、第９回北海道自転車活用等推進連携会議を閉会させていただきます。 本日は、

誠にありがとうございました。 


